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活断層⑧古地震研究の現況と今後の課題

杉山雄一1)

て,はじめに

地質調査所における活断層研究は,測地学審議

会の第1次建議｢地震予知計画の実施について｣

(昭和39年7月)に基づいて,昭和41年度から始め

られました.以来30年あまりに亘って,当所におけ

る活断層関連の研究調査は,国の地震予知計画に

沿って進められ,予算的には主として工業技術院の

特別研究によって支えられてきました.現在の特別

研究｢活断層による地震発生ポテンシャル評価の研

究｣(平成6～10年度)は,最初の｢地殻活構造に関

する研究｣(昭和41-43年度)から数えて6代目に

当たります.この間の研究テｰマ,関連のできごと,

主な出版物は第1表に示す通りですが,最大のでき

ごとはやはり何と言っても平成7年1月17日に発生

した兵庫県南部地震(阪神･淡路大震災)でした.

この地震を契機として,｢活断層｣という言葉が広

く社会に知られるようになり,国の地震予知研究の

体制と内容を大きく変える契機ともなりました.当

所における地震地質部の発足,地震地質課の活断

層研究室への名称変更も,このような大きな変化

の一部と捉えられます.また,研究業務内容につ

いても大きな変化がありました.それは,活断層調

査が国の事業として実施されることになり,地質調

査所(活断層研究室)がその主要な実施組織と位

置づけられたことです.これには様々な背景がある

第1表地質調査所における活断層･活構造の研究史.
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1)地質調査所地震地質部活断層研究室

キｰワｰド:活断層､古地震,津波,セグメント,地震予知､活動履

歴,長期予測､危険度評価.活構造図,ストリッブマップ
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と思いますが,当所の先輩方が昭和40年代から培

ってきた活断層の調査技術と,これまで積み上げ

てきた活断層情報が評価されたことによる部分が

少なくないと思います.我々,活断層研究室はこ

のことを誇りとするとともに,社会の期待に応えら

れるよう努力を続けています.

本稿では,活断層研究室の現在の研究内容を紹

介するとともに,今後の課題について展望したいと

思います.なお,以下で紹介する研究や調査は,

当然のことながら当研究室だけでやっているわけ

ではありません.所内の他研究室,北海道支所,

大阪センタｰの研究者,所外の会社,大学,研究

機関,自治体などの研究者･専門家の協力を頂い

て,はじめて実施できたもの,実施できると考えら

れるものばかりです.以下では,｢活断層研究室｣

として話を進めますが,すべての研究参加者を含

む活断層研究グルｰブと読みかえていただければ

幸いです.

2.研究目標と現在の主な研究内容

活断層研究室では,現在次のような研究目標を

掲げて,活断層や古地震の研究調査を行っていま

す.

1.活断層から発生する地震の場所,時期,規模を

長期的に予測し,地震災害の軽減などに役立て

るため,全国の主要活断層のパラメｰタ(分布,

変位量,活動履歴など)と各地域の古地震･津

波記録の取得に務める.

2.活断層,古地震･津波デｰタの取得および解析

に係わる調査研究手法の高度化と新しい手法の

開発を図る.

3.日本列島の活断層･活構造の特徴を,地質構造

発達史と地球ダイナミクスの両面から合理的に

説明できる,島弧地震テクトニクスモデルを構築

する.

4.活断層･活構造および古地震･津波に関する情

報を,社会･国民の広範な二一ズに応じて適切

に加工し,様々な表現方法と媒体を通じて速や

かに公表する.

5.地震予知や地震防災に関連する内外の諸機関

と連携して,共同研究や相互補完的な研究調査

を実施し,効率的で関連分野への広がりのある

研究の進展を図る.

このような研究目標に対応して,工業技術院特

別研究｢活断層による地震発生ポテンシャル評価

の研究｣では,現在,次のような研究を実施してい

ます.

2.1全国の主要活断層の活動履歴調査

本調査は,阪神･淡路大震災直後の平成7年度

第1次および第2次補正予算による活断層調査を

引き継ぎ,平成8年度から本特別研究に加えられ

たテｰマです.この調査は前述の目標1に対応し,

活断層から発生する地震の時期の予測(地震発生

の危険度評価)と規模の予測を主な目的とするも

のです.

具体的には,全国の長さ15～20km程度以上,B

級以上の活動度をもつ主要活断層を対象として,

主にトレンチ調査と地震考古学的な手法による河

とう≡:』:く

動履歴調査を行っています.また,擦凸状の形態

を示す断層など,トレンチ調査が適用できない活断

層については,群列ボｰリング,反射法弾性波探査

などを実施して,デｰタの取得に努めています.

本調査では,各地方や都市圏全体の地震発生危

険度の評価にも貢献するため,近畿地方を拠点と

して調査を始め,順次,中部･四国などの周辺地

方の活断層へ調査範囲を拡大する戦略をとってい

ます.各年度5～7本程度(複数年度にわたる断層

を含む)の活断層の調査を行うことを目標としてい

ます.平成8～9年度に調査を行った活断層は,敦

賀,柳ヶ瀬,花折,琵琶湖西岸,生駒,奈良盆地

東縁,金剛,根来･五条谷(紀伊半島の中央構造

線),桑名の9断層系です.このほかに,糸静線活

断層系と国府津一松田断層の補備調査を実施しま

した.平成8年度の調査内容と主な成果は,地質

調査所(1997)および活断層･地震予知特別研究

室(1997)にまとめてありますのでご参照下さい.

2.2大都市等の平野部伏在活断層の調査

この調査も前述の目標1に対応し,♂大都市圏を

始めとする大都市直下に伏在する活断層の分布と

活動性(平均変位速度)を明らかにすることを第1

の目的にしています.現在,この目的に最も適した

調査手法は反射法弾性波探査です.これは,人工

1998年3月号�



一14一

杉山雄

縄文一弥生の破壊サイクル1gOO臥C.頃

砺一高柳嵩確器

､･I神戸

.大阪

･

減

■

�

■

�

一0

30k㎜

縄文一弥生の破壊サイクル2

＼?

梯

第2表有馬一高槻一六甲断層帯の主要セグメントの断層パ

ラメｰタｰ(粟田ほか,1997).①の北淡セグメント

は野島(地震)断層および小倉地震断層,②の高槻

セグメントは有馬一高槻構造線に相当する.

一

セグメント�①北淡�②東浦�③六甲山～�④高槻

長さ�20km�25km�30km～�≧30km

単位変位量�1.6m�1,4m�?�≧3m

再来間隔�2州2.5千年�1.4-2.2千�…■�2.5千年

サイクルエ�1995AD兵庫県南部Eq�1596AD慶劃犬見地震�?�1596AD慶長伏見地震

サイクル皿�約50AD�約200AD一約600BC�?�約900BC

サイクル皿�約1900BC約3000BC�～�?�～

験平成の破壊サイクルレ
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弾

坤鮮ノ

的に弾性波(地震波)を発生させ,地下の地層境界

や断層ではね返ってくる反射波を使って地下の様

子を探るものです.

平成7～8年度の反射法探査とそれに先行する

科学技術振興調整費による同探査により,関東平

野と大阪平野では,断層の分布,通過位置,活動

性などについて大きな成果が得られました(地質調

査所,1996.1997).これに引き続いて,平成9年

度には濃尾平野の反射法探査を開始しました.

慶長一平成の破壊サイクル2

㌻森

拶.

第1図有馬一高槻一六甲断層帯の活動史.粟田ほか

(1997)に基づいて作成.縄文一弥生の破壊サイ

クル(第2表のサイクルI)では,まず,有馬一高槻

構造線が破壊し,次いで東浦断層と野島断層が

活動した(連動破壊の可能性あり).慶長一平成

の破壊サイクル(第2表のサイクルI)では,まず,

有馬一高槻構造線と東浦断層が1596年に連動破

壊し,400年遅れて野島断層が活動した.

2.3活断層のセグメンテｰションの研究

この研究は前述の目標2のうち,活断層デｰタの

解析に係わる調査研究手法の高度化に対応するも

のです.有馬一高槻一六甲断層帯のトレンチ調査に

より,大規模な活断層系は幾つかの破壊のセグメン

トから構成され,それらは単独で活動する場合もあ

れば,幾つかが連動して活動する場合もあることが

分かりました(第1図,第2表).このため,今後,大

規模な活断層系から発生する地震の規模と時期を

より正確に予測するためには,活断層系のセグメン

ト構造を解明することが不可欠と考えられます.

本研究ではそのような手法を高度化･一般化す

ることを目的として,明治24年の濃尾地震を引き起

こした濃尾断層系を対象に,セグメント区分の事例

研究を行っています.具体的には,1回の断層活

動に伴う変位量の空間分布や活動履歴の詳細な解

析に基づき,根尾谷断層と梅原断層が単一の破壊

のセグメントをなしているのかどうかを解明すること

に挑戦しています.
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第2図1896年6月15日の明治三陸津波地震の数値シミュレｰション.谷岡･佐竹の原図に和文キャプションを加筆.数値

シミュレｰションの結果,この地震は海溝軸近くで発生し,浅くて幅の狭い断層が大きくずれ動いたために,異常

に大きな津波が生じたことが分かった.この図はGeophysicalResearch庇ttersの23巻13号の表紙を飾った.

2.4地球物理学的な活断層調査手法の開発研究

この研究は目標2のうち,活断層デｰタの取得に

係わる研究手法の開発に対応するもので,平成9

年度から始められたものです.伏在活断層調査の

大本命は反射法探査ですが,都市化に伴う側線設

定の難しさや高いコストのため,広い地域を高い密

度で探査するのは困難です.このため,反射法探

査を補完する低コストの広域3次元探査手法の開

発が望まれます､

本研究ではこのような要請に応えるため,高分

解能空中磁気探査と高分解能重力探査による伏在

活断層の広域3次元調査手法の開発を目指してい

ます.平成9年度には,養老断層～濃尾平野をモ

デル地域として事例研究を行っています.なお､本

研究は地殻物理部の大熊茂雄氏をリｰダｰとする

研究グルｰプが担当しています.

2.5島弧地震テクトニクスの研究

この研究は前述の目標3に対応します.活断層,

地殻変動,地震活動,地質構造,重力異常などの

各種の地球科学デｰタを総合して,西南日本,東海

～南関東,東北日本,北海遣などの地震テクトニ

クスモデルを作成することを目指しています.これ

までに,西南日本のモデルの作成はほぼ終了しま

したが,他の地域のモデル化はやや遅れています.

この研究の成果は,後述する50万分の1活構造図

｢東京｣(第2版)にも取り入れられています.

2-6活構造情報の整備･活用

これは目標4に対応し,全国の主な活断層系の

詳細活断層図(ストリップマツブ)の作成と50万分

の1活構造図の改訂を主要テｰマとしています.ス

トリップマップについては平成7年度までに,阿寺

断層系,中央構造線(四国地域),同(近畿地域),

抑ヶ瀬一養老断層系,糸魚川一静岡構造線の5つの

活断層系のストリップマップを刊行しました(文献欄

参照).また平成9年度末までに,1万分の1兵庫県

南部地震に伴う地震断層ストリップマツブを出版す

る予定です.

50万分ρ1活構造図の改訂については,平成9

年度に｢東京｣図幅の第2版を刊行しました.｢東

京｣第2版では,地震活動,古地震および重力異常

等に関する情報も取り入れ,狭義の活構造図に加

えて地震構造図と重力構造図を作成し,3枚1組の

総合的な活構造図としました(表紙と口絵参照).

活断層研究室では,このほかに所内シｰズ研

究,科学技術振興調整賓･総合研究,国際共同研

究などで,活断層および古地震･津波に関する研

究調査を行っています.

1998年3月号�



一16一

杉山雄

2.7所内シｰズ研究

平成8年度から,｢数値シミュレｰションによる津

波堆積物の堆積環境の推定｣(グルｰプ長:佐竹健

治)を開始しました.この研究は主に目標2に対応

するもので,従来の津波数値シミュレｰションの方

法を改良しました(TaniokaandSatake,1996).こ

の方法を1896年の明治三陸津波ξこ適用レて,津波.

を引き起こした“津波地震"の震源域を特定し,さ

らにその発生メカニズムをモデル化することができ

ました(籍2図;谷岡･佐竹,1996).また,日本で

発見された津波史料と津波数値シミュレｰションを

組み合わせて,米国の先住民に言い伝えられてき

た大地震の震源域,日時,規模を特定することに成

功しました(Satakeθ士∂五,1gg6).

2.8科学技術振興調整費･総合研究

平成6年度から,｢日本海東縁部における地震発

生ポテンシャル評価に関する総合研究｣(グルｰプ

長:下川浩一)を実施しています.この研究は上述

の5つの目標すべてと関連しており,研究対象地域

もサハリン,北海道南西部,新潟平野西縁部の広

範な地域に及んでいます.

サハリンの研究は,ロシア科学アカデミｰ極東支

部海洋地質学･地球物理学研究所と共同で実施し

ています.本研究では14C年代測定や微化石分析

により,これまで殆ど行われていない段丘の編年

や第四紀の環境変遷の研究(苅谷ほか,1997など)

を進めています.また,中央低地帯西縁に活断層

が存在する可能性が高いことをつきとめ,平成9年

度にはトレンチ調査を行って,第四系の変形構造を

確認しました.

北海道南西部では,地震動や津波による被災

履歴を解明するため,地震に伴う崩落堆積物や

津波堆積物の調査を行っています.これまでに,

1993年の北海道南西沖地震で大きな被害を被

った奥尻島はモ約2千年前,10～14世紀,14世紀

～1640年にも大規模な地震に見舞われたことが分

かりました(下川･水野ほか,1997).また､北海

道南西沖地震の際の津波堆積物のトレンチ調査に

より,津波堆積物の堆積学的特徴と高潮堆積物

との違いを明らかにしました(下川･佐竹ほか,

���

新潟平野では,全長70km以上に達する弥彦断

層系の活動性を明らかにするため,反射法弾性波

探査やボｰリング調査を行っています.これまでに,

同断層系の平均上下変位速度は1m/千年以上で

あり,最大3m/千年程度に達することが明らかにな

っています.

2.9国際共同研究

トルコの鉱物資源調査開発庁(MTA)と｢北アナ

トリア断層の活動履歴研究｣(担当者:吉岡敏和･

須貝俊彦)を実施しています.この研究はJICAの

専門家派遣として,平成元年度から始められたもの

ですが,北アナトリア断層の共同研究自体は昭和

57年度まで遡ります.

北アナトリア断層は1939年から1967年にかけ

て,活動領域を次第に西に移動させながら,6つの

M7クラスの地震を引き起こしました.本研究では,

平成8年度に1943年の活動領域西端付近でトレン

チ調査を行い,複数の活動イベントを確認しました

(須貝ほ'か,1997).このうち,最近の3回の活動イ

ベントは,各々1943年,1668年,1050年(または

967年か1035年)の地震に対応することが分かりま

した.また,各活動イベントの横ずれ変位量は,

各々約2.7m,5.3m,7mと見積もられました.

3.今後の課題

ここでは,当研究室が取り組み始めた,あるいは

今後取り組もうとしている主な課題を簡単に紹介

します.

3.r伏在活断層や携曲構造の活動履歴の解明

厚い新第三系･第四系が分布する平野の内部や

その縁に分布する活断層は,携凸状の形態をとる

ことが多く,沖積層下に伏在している場合も少なく

ありません.このような活断層の場合,トレンチ調

査によって活動履歴を明らかにすることは極めて

困難です.

当研究室では,この種の活断層の活動履歴の調

査手法として,群列ボｰリング(またはコアリング)

を採用しています.これは,反射法探査などにより

解明された擁出部を横断して,ボｰリングを密に掘

削し,コアの詳細対比により,断層の活動時期や1

回の活動に伴う変位量を明らかにする方法です.
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平成8～9年度に,濃尾平野西縁の桑名断層,大

阪平野の上町断層系･住之江擁曲および和歌山平

野の中央構造線･伏在活断層で,群列ボｰリング

調査を行いました.調査結果は現在分析中ですが,

各断層で所期の目標(完新世の活動時期と変位量

の解明など)に近い成果が上がりつつあります.

これまでの実績から判断して,活動度がB級上

位以上の携曲や伏在活断層の活動履歴の解明に

関しては,群列ボｰリングが有効と考差られます.

3.2定量的な地震発生危険度評価

今後の活断層の地震発生危険度評価(地震の発

生時期の予測)には,大きく見て2つの道筋がある

と考えられます.その一つは確率予測の導入によ

る定量的な危険度評価の権進です.

地震調査委員会(1997)は,国府津一松田断層に

ついて,現在を含めた今後数百年以内にマグニチ

ュｰド8程度の地震を起こす可能性があるとする評

価を公表しました.この危険度評価については,切

迫性がビンとこない,生活実感とかけ離れていると

いった反応が多かったようです.これは主に,長期

予測としての活断層の危険度評価の性質が人々に

十分に認識されておらず,地震の直前予知と混同

されたためと思われます.このような状況に対処す

る一つの方法が確率予測の導入です.これは,活

断層から地震が発生する確率を風水害や火事など

の“身近な危険"の確率と比較できるように,今後

50年間に地震が起きる確率は何%といった具合

に,数字で危険度を公表する方法です.

このような危険度評価のためには,最新活動の

時期とそれに伴う変位量,活動間隔とそのゆらぎ

などについて,高い精度の情報が必要です.これ

までの実績から判断すると,活動度がA級～B級

上位の活断層では,このような評価がある程度可

能と思われます.しかし,B級下位～C級の活断層

では,必ずし･も容易ではないと予想されます.この

ような活断層については,次のような半定量的な

評価もあわせて推進すべきでしょう.

3.3最新活動時期による半定量的危険度評価

活断層調査が大きく進展している近畿三角地帯

では,最も活動的な活断層(野島断層など)の活動

間隔は2千年程度であることが分かってきました.

そこで近畿地方では,最新活動が鎌倉時代以降で

あることがわかった活断層は,当面(今後100年間

程度)は大地震(正確にはその断層に固有な最大

規模の地震)を起こす可能性は低いと考えてよい

と思われます.このような活断層の例としては,約

400年前(恐らく1662年の寛文近江地震の際)に最

新活動を行ったことが判明した花折断層北部(吉

岡ほか,1997)があります.

この例から,B級下位～C級の活断層について

は,最新活動時期と平均変位速度の特定に力を注

ぐのが現実的な対応と考えられます.活動間隔に

ついては直接的には情報が得られなくても,同一

活断層区内のA級～B級上位活断層の既知の活動

間隔を最小値として借用できます.その妥当性は

平均変位速度により検証可能です.その上で,最

新活動時期,さらには最新活動と古地震との対応

の検討に基づいて,当面の地震発生危険度の低い

活断層とそうは言い切れない活断層とに分けるこ

とができると考えられます.この方法は全国に適用

することは困難かもしれませんが,多くの活断層

(その一部はA級)が分布し,地震史料や地震考古

資料が豊富な近畿や中部地方では有効と考えられ

ます.“当面は安全と考えられる断層"の特定とそ

の公表も,活動が差し迫った活断層の定量的な危

険度評価と同様,祉会的に重要な課題と考えられ.

ます.

3.4破壊のセグメントと単位変位量に基づく地震

規模予測

前述のように,大規模な活断層系の地震規模予

測のためには,破壊のセグメントを認識し,それぞ

れのセグメントから発生する地震の規模を見積もる

ことが重要と考えられます(第3図).破壊のセグメ

ントが単独で破壊する場合と連動して破壊する場

合とで,セグメントの変位量や地震規模に違いが生

じるかについては,まだ十分な検証が行われてい

ません.今後,変位量と破壊様式(連動,単独破

壊など)および活動間隔との関連性,さらにセグメ

ントの領域の安定性を検証する研究を推進する必

要があります.当研究室では,トルコの北アナトリ

ア断層,中央構造線,有馬一高槻一六甲断層帯な

どで,この種の検証研究を実施したいと考えてい

ます.
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第3図

大規模な活断層系の評価に

関する模式概念図.D,L,W

司三一畿緯

セグメントの領域が数万年程度のオｰダｰで安定

しており,各セグメントの変位量が破壊様式によらず,

おおむね一定であることが検証されれば,セグメントの

規模と単位変位量に基づく地震規模の予測が可能

となります.米国では既に,セグメントの変位量を破

壊様式によらず一定と見なすモデルに基づいて,地

震規模の予測が試みられています(Worki㎎Group

潮��景�楡�牴��步偲潢慢�楴�����

このような地震規模予測では,活断層系から生

じる地震の震源域(破壊のセグメントの組み合わ

せ)と規模(モｰメント･マグニチュｰド)について複

数の答えが得られます.このため,それぞれの答え

の発生確率をどのように評価するのか,また,予測

結果を地震防災や構造物の耐震安全性評価にど

のように生かしていくのかなどが次の課題となりま

す.前者の課題については,b値などの統計的デ

ｰタのほかに,隣接するセグメントの活動履歴が重

要な情報となるでしょう.後者の課題に関しては,

適切な動的パラメｰタｰと組み合わせることにより,

加速度分布や震度分布などについても複数の想定

を行う必要があると考えられます.

3.5津波などの地震被害の発生確率とその規模の

予測に関する研究

大阪や京都が典型的ですが,日本の大都市の周

りには多くの活断層が分布している場合が少なく

ありません.また,臨海部では,地震被害の原因と

して,周辺の陸域および海域の活断層の活動のほ

かに,遠地地震による津波も考慮する必要があり

ます.従って,都市や地域が地震に伴う種々の被

害を受ける確率を予測するためには,周辺の活断

層の評価に加えて,地震,液状化,津波などによる

被害の履歴を解明して,総合的に評価する必要が

あります.

本研究室では,液状化跡,津波堆積物,タｰビ

ダイトなどのこれまでの研究(寒川,1992;下川ほ

か,1997;七山,1997など)に基づき,地震被害の

予測に関する研究にも挑戦したいと考えています.

具体的には,新潟県や道南の日本海沿岸,道東～

東海地方の太平洋沿岸などで,液状化を含む古地

震跡と津波堆積物の編年および分布調査を行いま

す.そして,この調査結果に周辺の活断層の研究結

果を加えて,地震被害の発生確率の見積もりを試
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みます.

さらに,津波堆積物の堆積学的デｰタと,シｰズ

研究で開発した津波の数値シミュレｰション方法を

組み合わせて,津波の波高,波源域,断層の変位

量などを見積もる研究を目指しています.この研究

では,アメリカ,ロシアなどとの共同研究の推進を

念頭においています.

3,6活断層･地震予知情報の社会への提供

活断層研究室では,今後,地質情報センタｰや

環境地質研究室などと協力して,活断層･古地震

の研究調査成果を次のような方法で社会に広く提

供していきたいと考えています.

(1)活断層ストリップマツブの刊行

今年の3月に出版する｢兵庫県南部地震に伴

う地震断層ストリップマップ｣に続いて,長野盆

地西縁断層系,伊那谷断層帯,国府津一松田

断層,有馬一高槻構造線などのストリップマツ

ブを順次刊行していく予定です.

(2)50万分の1活構造図の改訂

昨年の11月に第2版を出版した東京に続い

て,京都,新潟,金沢などの図幅を順次改訂し

ていく予定です.各図幅は基本的に東京と同

様に,活構造図,地震構造図,重力構造図を

含み,京都図幅ではこのほかに,活断層の地

震発生危険度,古地震跡,トレンチ調査地点な

どの情報を盛り込む予定です.

(3)200万分の1日本活構造図の刊行

地質調査所では,昭和53年に200万分の1日

本活断層図(垣見ほか,1978)を出版し,平成4

年には300万分の1日本活構造図(衣笠ほか,

1992)を刊行しました.これらの構造図をさらに

内容豊かに,使いやすいものにすることを目指

して,平成10年度から,新しい日本構造図の編

纂作業を始めます.

(4)地震災害予測図の刊行

活断層･古地震デｰタを,液状化現象を支配

する表層地質デｰタや地震動分布に影響を与

える基盤形状デｰタなどと結びつけた地震災

害予測図の作成を,環境地質研究室と共同で

検討しています.所内外の関連分野の研究

者･専門家と協力して,できるだけ早く基本的

なイメｰジを作り上げ,編纂に取り掛かりたい

と考えています.

(5)活断層･古地震デｰタの電子情報化

上に述べたストリップマップ,活構造図など

の最新の図面デｰタの電子情報化(デジタル

化)を早急に進めます.また,急速な勢いで蓄

積されつつある活断層の調査研究成果(文字

･数値･図･写真などの情報)も早急に電子

情報化･デｰタベｰス化して,広く公開してい

きたいと考えています.この一環として昨年

の10月から,当研究室のホｰムペｰジ

(h晦://www.gs5名｡jp/dER/achvef/hptop1.html)

を通じて,トレンチ調査予定,最新の研究成

果･出版予定などのお知らせを始めました.ま

た,平成10年度からは,地震や地震被害の定

量的予測に不可欠な,各活断層(セグメント)の

断層パラメｰタのデｰタベｰス作成を開始しま

す.

4,おわりに

本稿で紹介した活断層研究室の現在の研究内容

と今後の課題は,基本的には社会的要講に基づく

ものです.しかし,我々は,これらの研究を決して

受け身で実施している訳ではありません.大部分

の活断層はまだまだ分からないことだらけで,それ

だけでも,どうやって調べてやろうかといった興味

の対象になり得るものです.また,大げさに言えば

科学の最前線と呼べるような,知的興奮と感動を

覚える内容も沢山含まれています.関連する研究

分野が人文科学(歴史,考古学など)や社会科学

を含めて,大変に幅が広いのも特徴だと思います.

拙文は平面的な解説に終始してしまい,読者の皆

様にこのような活断層研究の面白さを十分お伝え

することができませんでした.この点をお詫びする

とともに,1人でも多くの方が活断層の研究に興味

を感じていただくことを願って筆をおきます.
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